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第３学年○組 国語科学習指導案
日 時 平成２８年○月○日 第○校時

指導者 教 諭 三浦 直行

１ 単元名・教材名

「紀行文を楽しもう」 ○夏草－『おくのほそ道』から－

２ 生徒の実態と本単元の意図

(1) 本単元に至るまでの指導の系統

育成すべき国語の能力 学 習 内 容 単元・教材名 学習活動と関連する他領域等の指導
【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 〈実施時期〉

・古典の一節を引用するなどし ・自分たちの生活 「今に生きる『論 【読むこと】第３学年 エ
て，古典に関する簡単な文章 につながる「論 語』を探そう」 ・「論語」を読み，人間，社
を書くこと。 語」の言葉を探 ＜３年・４月＞ 会などについて考え，自
【第３学年 ア(ｲ)】 し ,考えを伝え 分の意見をもつこと。

合うこと。
・語句の効果的な使い方に注意 ・自分の思いを表 「 一 句 ひ ね っ て 【書くこと】第３学年 ア

し，語感を磨き語彙を豊かに す語句や表現を 投句しよう」 ・俳句の語句や表現上の工夫
すること。 工夫して，俳句 ＜３年・５月＞ の仕方を知り，自分の考え
【第３学年 イ(ｲ)】 をつくること。 を深めるとともに適切な構

成を工夫すること。

(2) 生徒の実態と本単元の意図

生徒と古典作品との関わりは，幼少時の昔話の読み聞かせにまで遡ることができる。また，小

学生時の古典の音読や暗唱などを通して，古文独特のリズム感にも親しんでいる。中学校では『竹

取物語』や『枕草子』，『平家物語』などの定番教材を学びながら，そこに表れたものの見方や

考え方に触れ，登場人物や作者の思いなどを想像し，古典を身近なものにしてきた。しかし，古

典に親しんだり理解を深めたりする場面はあれども，日常生活の中に古典で学んだことを生かす

場面はそう多くはないのが現状である。

本単元では，日常生活と古典の学習を結び付けることで，古典作品を進んで読み，その世界に

親しむ態度を育成することを目標とした。その際，生徒が主体的かつ対話的な学びを通して深い

学びにつなげることができるよう，京都・奈良方面の修学旅行において生徒自ら俳諧紀行文を作

る活動を設定した。一学期に学んだ俳句の知識を生かし，さらに古典に表現されていることを取

り入れることで，国語の授業を離れた場面での生徒の古典作品に対する意識を高めていきたい。

３ 単元の目標

(1) 芭蕉の旅に対する思いを想像しながら『おくのほそ道』を進んで読み，自らの表現に生かそう

としている。 （国語への関心・意欲・態度）

(2) 歴史的背景を参考にして芭蕉のものの見方や考え方を捉え，自分の考えをもつことができる。

（読むこと）

(3) 『おくのほそ道』の表現を参考にしながら自分が体験したことや伝えたいことを明確にし，

俳諧紀行文をつくることができる。 （書くこと）

(4) 『おくのほそ道』の背景に注意して読んだり，自ら俳諧紀行文を書くことを通して，古典の世

界に親しむことができる。 （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

４ 単元の評価規準と学習活動に即した評価規準

【関】国語への関心･意欲･態度 【読】読むこと 【書】書くこと 【言】言語についての知識･理解･技能

・芭蕉の旅に対する ・歴史的背景を参考 ・『おくのほそ道』 ・『おくのほそ道』の背

思いを想像しなが にして芭蕉のもの の表現を参考に 景に注意して読んだり

ら『おくのほそ道』 の見方や考え方を しながら自分が 自ら俳諧紀行文を書く

を進んで読み，自 捉え，自分の考え 体験したことや ことを通して古典の世

らの表現に生かそ をもっている。 伝えたいことを 界に親しんでいる。

うとしている。 明確にし，俳諧

紀行文をつくっ

ている。
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①単元の流れを確認 ①『おくのほそ道』 ①修学旅行で見聞 ①注釈付きの古文を読み

し，プリントを参 を読み，芭蕉の思 きしたことや体 話の内容と背景を理解

考にしながら『お いについての自分 験したことのメ している。

くのほそ道』を読 の考えを記述して モをもとに，俳 ②古文の表現を参考にし

み進めようとして いる。 諧紀行文を書い て俳諧紀行文を書いた

いる。 ②作品の虚構性に気 ている。 り読んだりして，古典

②体験したことを書 付き，その効果に ②紀行文に虚構性 の世界に親しんでい

き出し，古文の表 ついての考えを伝 をもたせ，自分 る。

現を参考にしなが え合っている。 の伝えたい思い ③古文の表現と比べるな

ら俳諧紀行文を書 を表現している。 どして，古典と自分と

こうとしている。 の関わりを考えてい

る。

５ 指導と評価の計画（全５時間） は，研究との関連事項

時 学 習 活 動 学 習 内 容 評価規準・評価方法／関連事項

１ ○単元の流れと学習課題を確認

する。 「紀行文を楽しもう」

○紀行文や俳諧の概要を知る。 学習課題 芭蕉の『おくのほそ道』に倣い，俳諧紀行文に挑戦しよう。
なら

○『おくのほそ道』より「発端」

を音読する。 ・紀行文 ・松尾芭蕉 【読】の①

○芭蕉の旅への思いを読み取 ・俳諧の成立段階 ・取組の観察

る。 ・古文のきまりや訓読の ・ノートの観察

○学習の振り返りをする。 仕方 主体的な学び

・単元計画表

・実生活と関わりのある学習

課題

２ ○『おくのほそ道』より「平泉」 ・芭蕉の道程や平泉 【関】の① 【言】の①

を音読する。 ・歴史的背景などに注意し ・取組の観察

○歴史的背景を参考にして，芭 て古典を読むこと ・ノートの観察

蕉が感じたことを考える。 ・古文のきまりや訓読の仕

○繰り返し音読し，古文に読み 方 対話的な学び

慣れる。 ・古典に表れたものの見方 ・本を通して作者の考えに触れ，

○学習の振り返りをする。 や考え方 自分の考えに生かすこと

・古文注釈テキスト

３ ○『曾良随行日記』の記述と「平 ・歴史的背景などに注意し 【読】の② 【言】の①

泉」後半部分を読み比べる。 て古典を読み，その世界 ・取組の観察

○虚構性が認められる部分につ に親しむこと ・ノートの観察

いて，その効果と虚構を入 ・文章を読み比べ，構成 深い学び

れた理由を考える。 や表現の仕方について ・自己の考えを表し，思いを基

○学習の振り返りをする。 評価すること に創造することに向かうこと

修 ○修学旅行で訪れる場所にどのような見所があるか確認す 主体的な学び

学 る。 ・見通しをもって粘り強く取り組

旅 ○印象に残った場所や出来事などを記録する。 むこと

行 ○これまでの学習をいかし，俳句をつくる。 ・修学旅行のしおり

４ ○『おくのほそ道』の表現に倣 ・紀行文の形式 【関】の② 【書】の①

い，俳諧紀行文を書く。 ・適切な構成の工夫 【言】の②
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○書いた文章を推敲し，清書す ・表現の仕方 ・取組の観察

る。 ・古文の表現を参考にし ・ワークシートの観察

○学習の振り返りをする。 て，古典に親しむこと ・ノートの観察

深い学び

・言葉で理解したり表現したりし

ながら自分の思いや考えを広げ

深めること

・俳諧紀行文

５ ○作品を読み合い，伝わった思 ・展開の仕方や表現の仕方 【書】の② 【言】の③

いやよいと感じた表現などを などについて評価して， ・取組の観察

確認する。 自分の表現に役立てるこ ・作品の観察

○虚構性のある部分について， と ・ノートの観察

古文と比べながらその効果を ・表現の仕方や伝わり方

話し合う。 ・ものの見方や考え方を深 対話的な学び

○芭蕉と自分たちの，旅に対す めること ・互いの考えを伝え合い，考えを

る思いや表現のしかたを比べ ・古典と自分達との関わり 広げたり，深めたり，高めたり

考えたことを話し合う。 を考え，古典の世界に親 すること

○単元の振り返りを行い，学ん しむこと 深い学び

だことや考えたことなどをノ ・自分が表現した言葉を問い直し

ートにまとめる。 て，思いや考えを深めること

・俳諧紀行文作品集

主体的な学び

・自分の学びや変容を見取り，評

価すること

・国語学習記録の充実

６ 資料

①注釈テキスト

『大村はま国語

教室３』に掲載の

萩原廣道式テキス

トを参考に作成。

古文の右側に現

代語訳と補うべき

助詞や言葉，左側

に読み仮名や歴史

的仮名遣い，文法

的事項などを書き

入れたテキスト。

生徒が古文を読

みながら，その内

容を理解できるよ

うに配慮している。
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（テキスト作成の実際） （第２学年『枕草子』テキスト例）

ジャストシステム社の日本語ワード

プロセッサ「一太郎」で作成したもの

で，具体的には次のように調整した。

・Ａ４横（印刷時にＢ４に拡大）

・縦組

・余白 各２０ミリ

・字数 ５１字（字間４％）

・行数 ４４行（行間８３％）

・標準フォント ＪＳ明朝 ９Ｐ

①・②行目

現代語訳（傍線部）

補うべき助詞や言葉（図形△印）

③行目

原文（ＨＧＰ教科書体 ２０Ｐ）

④・⑤行目

読み仮名

歴史的仮名遣い（括弧）

文法的事項など（波線と括弧）

②単元計画表

学習の見通しをもたせるために，単元の初め

に配付する。右は全ての時間の計画を入れた例

だが，学習状況の実態に応じて，途中の目標や

計画を生徒自身に記入させることも考えたい。

また，「学んだことや考えたこと」欄の代わり

に，学習のてびきとなる事柄を書き込んでおく

ことも生徒の主体的な学びを助ける上で有効で

ある。学習の振り返りはノートに記入させるよ

うにすると，枠にとらわれずに考えを書くこと

ができる利点がある。

③修学旅行のしおり

Ｂ５で作成し，

半分に折れるよ

うにした。持ち

歩いて，体験し

たことや感じた

こと，思いつい

た俳句などをメ

モする。
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